
別記様式第２号

評価機関名 関東農政局

在来種マルハナ
バチの利用農家
数の割合

基準年
　　　　年度

目標年
　　　　年度

達成率

34% 21% 13% 38%
119.0%
達成

（38人中13人） （38人中５人） （※34人中13
人）

※離農や品目
転換により４名
の生産者が取
りやめ38人→
34人

（注）成果目標の達成状況欄に達成状況の経過を記載すべき事業にあっては、記載例を参考に列を挿入し、記載するものとする。

持続的生産強化対策事業のうち在来種マルハナバチの利用拡大支援事業に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況 農林水産省農産局、政策統括官、
地方農政局（北海道農政事務所、
内閣府沖縄総合事務局）の評価所
見

都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

具体的な
取組内容

成果目標の具体的な内容

令和3年度・
2021年度

・クロマルハナバチへの悪い
イメージを払拭するため、クロ
マルハナバチを試験導入し、
訪花活動、着果状況、巣箱の
日持ちなど従来使用のセイヨ
ウオオマルハナバチとの性能
比較を現場実証した。
・実証ほ（6ヶ所（270a）を設置
しセイヨウオオマルハナバチ
に比べて遜色なく利用できる
ことを示すとともに、講習会、
検討会及び現地巡回指導を
実施し、組合員への在来種マ
ルハナバチの普及拡大を
図った。

目標を達成しており、計画どおりの成果
があった。

栃木県
真岡市、芳賀
町、市貝町

JAはが野トマト部会 トマト


